	【募集開始】
やんばる観光DXコンソーシアム、
データ×AI活用実証事業の 協力事業者を募集
〜データとAIで「現場が動く」観光地域経営モデルの確立〜



2026年7月15日　やんばる観光DXコンソーシアム（沖縄やんばるDMO ）

やんばる観光DXコンソーシアム(代表：一般社団法人沖縄やんばるDMO)は、観光庁採択事業「データとAIで〝現場が動く〟観光地域経営モデルの確立（アドバンスドモデル）」にて、実証フィールドとして協力いただける観光関連事業者の募集を、2026年7月15日に開始します。
本事業では、やんばる地域の観光データポータルサイト「Yam-D」のデータを活用した個別施設分析ダッシュボード、AI分析レポート、AIエージェント（Claude）を一体的に提供し、事業者が自らデータを見て施策を立案・実行・検証できる状態を実現するための実証事業を行います。実証期間（2026年9月〜2027年1月）において無償でご活用いただけます。

	協力事業者に求めること（何をしていただくのか）



本事業における協力事業者の位置づけは、「DMOが提供するデータ×AI支援ツール（取組1〜3）の実証フィールド」です。提供するツールを実際の経営現場で活用し、データに基づく施策立案・実行・検証を実践していただくことが、協力事業者様にお願いする主な内容です。具体的には、以下にご協力いただきます。

1. AI分析レポート（月次）の内容を確認し、自社の情報発信・商品造成・販促施策等に活用する
1. Claude（AI）と観光DMPデータを活用した施策立案・実行・検証
1. 個別施設分析ダッシュボードを定期的に閲覧し、データを踏まえた自社施設・サービスの改善に取り組む

	参加事業者様の費用負担はありません。ダッシュボード・AIレポート・AIエージェントはすべて無償で提供します。データ活用に必要な専門導入・伴走支援も事務局が担います。



	事業実施の背景



やんばる地域（沖縄県北部）は年間450万人以上の観光客が訪れる一方、主要観光スポットへの来訪集中によるオーバーツーリズムや、日帰り観光による宿泊日数の短さから、観光産業による地域経済への波及効果が限定的となっています。
令和7年度には、やんばる160か所にQRコードを設置した観光客アンケートシステムにより約6,000件超のデータを蓄積した観光DMP（Yam-D）を構築しました。しかし、このデータは各事業者の日々の意思決定にはつながっておらず、現場の多くが長年の経験や慣習に基づく施策判断に依存しているのが実態です。
本事業では、個別事業者向けダッシュボードとAI（Claude）を組み合わせることで、データに基づく施策立案・実行・検証のサイクルを地域全体に根付かせ、持続可能な観光地域経営の基盤を構築します。

	本事業の特長（提供する支援内容）



以下の3つの取組が、本コンソーシアムからすべての協力事業者様に無償で提供される支援内容です。協力事業者様はこれらの実証フィールドとして、実際の経営現場での活用にご協力いただきます。

	1
	【取組1】
AIレポート配信によるターゲット設定と来訪施策の実施
観光客アンケートをAIで分析し、旅行者の属性・ニーズ・満足度・来訪特性・推奨アクションを月次分析レポート配信します。配信されたレポートをもとに、情報発信・商品造成・販促単価向上・再来訪促進などの施策立案を支援します。



	2
	【取組2】
Claude（AI）と観光DMPデータを活用した施策立案・実行・検証
やんばる観光データポータルサイト「Yam-D」のデータとClaude（AIエージェント）を活用し、売上構造の因数分解、ボトルネック課題の特定、施策提案を行います。データに基づく意思決定と施策実行を継続的に行える状態を実現し、売上向上・業務効率化を目指します。
▶ 指標：施策実行数 1社1件以上（計8件）



	3
	【取組3】
個別施設分析ダッシュボードによる観光客満足度向上
観光客アンケートをもとに、個別施設単位の観光客属性・満足度・改善事項をダッシュボードで見える化します。エリア全体のデータと自社施設の比較が可能で、サービス・商品・プロモーションなどの改善に活用できます。
▶ 指標：ダッシュボード閲覧率 70%以上（月間・社）



	募集概要



	事業名
	データとAIで〝現場が動く〟観光地域経営モデルの確立
採択事業：観光庁　令和8年度　地域の新たな観光まちづくり推進事業（アドバンスドモデル）
参考URL
https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/kihonkeikaku/jizoku_kankochi/kanko-dx.html

	募集件数
	4社程度

	募集期間
	2026年7月15日（火）〜 2026年7月24日（金）17:00まで

	対象エリア
	やんばる地域（沖縄県北部12市町村）内で事業を営む観光関連事業者

	対象業種
	宿泊業、観光施設・体験・アクティビティ提供業、飲食業など

	費用
	参加費用は一切不要（本事業は観光庁補助事業として実施）

	実証期間
	2026年9月〜2027年1月（約5か月）



	主なスケジュール



	7/15（火）〜7/24（金）
	募集期間（応募フォームにてご応募ください）

	7月下旬
	結果ご通知・キックオフ説明会

	8月
	Phase1：ダッシュボード構築・データ連携・AIエージェント設計

	8月〜9月
	Phase2：導入支援・施策内容の決定

	9月〜2027年1月
	Phase3：伴走支援・施策実行・月次進捗報告・ワークショップ（計3回）



	応募資格



1. やんばる地域（沖縄県北部12市町村）内に事業所を有する観光関連事業者であること
1. 取組1〜3（AIレポート活用、Claude活用による施策立案・実行・検証、個別ダッシュボードの活用）にすべてご協力いただけること
1. 自社の経営課題に対し、データを活用した改善に意欲的に取り組む意思があること

	選定方法



ご提出いただいた応募内容をもとに、事務局にて選考を行います。以下の観点を中心に評価します。
1. 事業内容とデータ提供可能な環境
1. 実証への参加意欲・体制（担当者の関与可能性など）
1. 施策実行・成果創出、および他社への横展開につながる可能性
1. 業種・エリアのバランス（既参加3社は宿泊業中心のため、それ以外の業種をやや重視）

	応募方法



	下記の応募フォームよりご応募ください。

▶ 応募フォーム：https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfynfejhsxDMuvvvsPScL59Q5A1j6ulki2-m2Hs0GoMAnckfA/viewform?usp=header 

提出期限：2026年7月24日（金）17:00 必着



	お問い合わせ



	やんばる観光DXコンソーシアム 事務局
担当：瀬尾　克憲
TEL：0980-43-4560
E-mail：katsu@yambaru-dmo.org及びinfo@yambaru-dmo.org

問い合わせ受付時間：平日 8:30〜17:15




